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執
筆
者
紹
介

岡
部 

達
味 

O
kabe Tatsum

i

一
九
三
二
年
生
ま
れ
。
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
、

元
専
修
大
学
教
授
。
国
際
政
治
、
中
国
研
究
。『
国

際
政
治
の
分
析
枠
組
』『
日
中
関
係
の
過
去
と
将

来
』『
中
国
の
対
外
戦
略
』

呉 

介
民 

W
u Jieh-m

in

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
台
湾
・
中
央
研
究
院
社
会
学

研
究
所
副
研
究
員
、
清
華
大
学
当
代
中
国
研
究
中
心

（C
enter for C

ontem
porary C

hina

）
執
行
委
員
。

政
治
社
会
学
、
政
治
経
済
学
、
当
代
中
国
研
究
、
台

湾
研
究
。「
永
遠
的
異
郷
客
？　

公
民
身
分
差
序
與

中
国
農
民
工
階
級
」“R

ural M
igrant W

orkers and 
C

hina’ s D
ifferential C

itizenship: A
 C

om
parative-

Institutional A
nalysis

”「
中
国
因
素
與
台
湾
民
主
」

曾 

嬿
芬 

Tseng Yen-fen

台
湾
大
学
社
会
学
系
教
授
。
国
際
移
民
。「
重
新
思

考
公
民
身
份
的
政
治
面
向
│
移
居
中
国
之
台
湾
人
公

民
身
份
政
策
為
例
」“R

econfiguring C
itizenship 

and N
ationality: D

ual C
itizenship of Taiwanese 

M
igrants in C

hina

” “Shanghai R
ush: Skilled 

M
igrants in a Fantasy C

ity

”

松
本 

は
る
香 

M
atsum

oto H
aruka

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
副
主
任
研
究
員
、
北
京
大
学
国
際
関
係

学
院
訪
問
学
者
。
冷
戦
外
交
史
、
中
国
外
交
、
両
岸

関
係
。「
冷
戦
後
に
お
け
る
中
国
の
多
国
間
外
交
の

展
開
」「
中
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
交
と
多
国
間
主
義

の
実
像
│
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
協
調
的
安
全
保
障

か
ら「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」構
想
へ
向
け
て
」「
台
湾

の
民
主
化
過
程
に
お
け
る「
一
つ
の
中
国
」の
変
容
」

薛 
化
元 

H
sueh H

ua-yuan
台
湾
・
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
特
聘
教
授
兼
所

長
。
中
国
現
代
憲
政
史
、
台
湾
現
代
史
。『
民
主
憲

政
与
民
族
主
義
的
辯
証
発
展
│
張
君
勱
思
想
研
究
』

『
自
由
中
国
与
民
主
憲
政
』『
戦
後
台
湾
歴
史
閲
覧
』

王 

泰
升 

W
ang Tay-sheng

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。
台
湾
大
学
法
律
学
院
特
聘
教

授
、
台
湾
・
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
・
法
律
学

研
究
所
研
究
員
。
台
湾
法
律
史
、
伝
統
中
国
法
、
法

律
と
社
会
の
研
究
。『
日
本
統
治
時
期
台
湾
の
法
改

革
』『
台
湾
法
律
史
概
論
』 “T

he Legal D
evel op-

m
ent of Taiwan in the 20 th C

entury: Toward A
 

Liberal and D
em

ocratic C
ountry

”

許 

雪
姫 

H
su H

sueh-chi

台
湾
・
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
研
究
員
。
清
代

制
度
史
、
台
湾
家
族
史
、
台
湾
人
の
海
外
活
動
、
二

二
八
事
件
及
び
白
色
テ
ロ
。「「
台
湾
光
復
致
敬
団
」

的
任
務
及
其
影
響
」「
去
奴
化
、
趨
祖
国
化
下
的
書

写
│
以
戦
後
台
湾
人
物
伝
為
例
」「
林
献
堂
《
環
球

遊
記
》
與
顔
国
年
《
最
近
欧
美
旅
行
記
》
的
比
較
」

侯 

孝
賢 

H
ou H

siao-hsien

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
映
画
監
督
。
一
九
八
〇
年
代

の
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
を
代
表
す
る
監
督
。
一
九
八

九
年
『
悲
情
城
市
』
に
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭

金
獅
子
賞
を
獲
得
。
台
湾
の
近
現
代
社
会
の
複
雑
な

諸
相
を
精
妙
な
タ
ッ
チ
で
描
き
出
し
、
つ
ね
に
斬
新

で
意
欲
的
な
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
最
近
の

作
品
と
し
て
は
『
珈
琲
時
光
』（
二
〇
〇
三
）、『
百

年
恋
歌
』（
二
〇
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。

朱 

天
文 

C
hu T

ien-wen

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
小
説
家
、
脚
本
家
。
一
六
歳

で
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
一
九
九
四
年
『
荒
人
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史
』『
閩
西
客
家
宗
族
社
会
研
究
』『
台
湾
省
編
訳
館

檔
案
』（
共
編
）

季 

進 
Ji Jin

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
中
国
・
蘇
州
大
学
文
学
院
教

授
。
中
国
現
代
文
学
研
究
、
海
外
漢
学
研
究
、
銭
鍾

書
研
究
。『
銭
鍾
書
與
現
代
西
学
』（
増
訂
本
）『
陳
銓

│
異
邦
的
借
鏡
』『
另
一
種
声
音
│
海
外
漢
学
訪
談
』

劉 

麟
玉 

Liou Lin-yu

一
九
六
六
年
生
ま
れ
。
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
准

教
授
。
比
較
音
楽
教
育
史
、
民
族
音
楽
学
。『
植
民

地
下
の
台
湾
に
お
け
る
学
校
唱
歌
教
育
の
成
立
と
展

開
』「
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
台
湾
人
作
曲
家
江
文

也
の
音
楽
活
動
│
一
九
三
七
年
〜
一
九
四
五
年
の
作

品
を
中
心
に
」「
ウ
オ
グ
・
ヤ
タ
ウ
ユ
ガ
ナ
（
高
一

生
）
の
作
品
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
│
植
民
地
台
湾
の

音
楽
教
育
と
先
住
民
音
楽
の
観
点
を
通
し
て
」

星
名 

宏
修 

H
oshina H

ironobu

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会

学
研
究
科
准
教
授
。
台
湾
文
学
。「
萬
華
と
犯
罪
│

村
熊
生
「
指
紋
」を
め
ぐ
っ
て
」「「
読
者
大
衆
」と
は

誰
の
こ
と
か
？
」

手
記
』
に
て
第
一
回
時
報
文
学
百
万
小
説
賞
受
賞
。

自
著
「
小
畢
的
故
事
」（
一
九
八
六
）
が
映
画
化
さ

れ
た
際
、
助
監
督
で
あ
っ
た
侯
孝
賢
と
出
会
い
、

『
風
櫃
の
少
年
』（
一
九
八
三
）
以
降
侯
監
督
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
。『
悲
情
城
市
』
で
は
、
脚
本
の

シ
ー
ン
割
り
を
執
筆
、『
百
年
恋
歌
』
で
は
侯
孝
賢

と
の
共
同
執
筆
で
金
馬
賞
最
優
秀
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
小
説
の
邦
訳
と
し
て
は
『
安
安

の
夏
休
み
』『
世
紀
の
華
や
ぎ
』『
荒
人
手
記
』
な
ど

が
あ
る
。

張 

小
虹 

C
hang H

siao-hung

台
湾
大
学
外
国
語
文
学
系
特
聘
教
授
。
女
性
主
義
文

学
、
文
化
研
究
。『
假
全
球
化
』『
身
体
褶
字
』『
資

本
主
義
有
怪
獣
』

藤
井 

省
三 

Fujii Shozo

東
京
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教

授
。
日
本
学
術
会
議
会
員
。
二
十
世
紀
中
国
語
圏
の

文
学
と
映
画
。『
中
国
映
画
│
百
年
を
描
く
、
百
年

を
読
む
』『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』『
魯
迅
│
東

ア
ジ
ア
を
生
き
る
文
学
』

若
林 

正
丈 

W
akabayashi M

asahiro

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術

院
教
授
。
現
代
台
湾
政
治
論
、
台
湾
近
現
代
史
。

『
台
湾
の
政
治
│
中
華
民
国
台
湾
化
の
戦
後
史
』『
台

湾
抗
日
運
動
史
研
究 

増
補
版
』『
台
湾
│
分
裂
国
家

と
民
主
化
』

陳 

培
豊 

C
hen Pei-fong

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
台
湾
・
中
央
研
究
院
台
湾
史

研
究
所
副
研
究
員
。
台
湾
文
化
史
、
台
湾
文
学
史
。

『「
同
化
の
同
床
異
夢
」
│
日
本
統
治
下
台
湾
の
国
語

教
育
史
再
考
』『
日
本
統
治
と
植
民
地
漢
文
│
台
湾

に
お
け
る
漢
文
の
境
界
と
想
像
』「
演
歌
の
在
地
化

│
重
層
的
な
植
民
地
文
化
か
ら
の
自
助
再
生
の
道
」

陳 

偉
智 

Tan U
i-ti

N
ew York U

niversity, Ph.D
. candidate in H

istory. 

台
湾
近
代
史
、
植
民
地
人
類
学
、
歴
史
と
社
会
理

論
。「“
患
っ
た
の
は
時
代
の
病
”
│
鶏
籠
生
と
そ
の

周
辺
」「
自
然
史
、
人
類
学
與
台
湾
近
代
「
種
族
」知

識
的
建
構
│
一
個
全
球
概
念
的
地
方
歴
史
分
析
」

「
戦
争
、文
化
與
世
界
史
│
従
呉
新
栄
〈
献
給
決
戦
〉

一
詩
探
討
新
時
間
空
間
化
的
論
述
系
譜
」

楊 

彦
杰 

Yang Yan-jie

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
中
国
閩
台
縁
博
物
館
研
究
員

兼
館
長
。
台
湾
史
、
客
家
文
化
。『
荷
拠
時
代
台
湾
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河
辺 
一
郎 

K
awabe Ichiro

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
日
本
の
国
連
政
策
。『
国
連
と
日
本
』『
日
本
外

交
と
外
務
省
』『
国
連
政
策
』『
日
本
の
外
交
は
国
民

に
何
を
隠
し
て
い
る
の
か
』

家
永 

真
幸 

Ienaga M
asaki

一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
。
中
国
近
現
代
史
。「
故
宮
博
物

院
を
め
ぐ
る
戦
後
の
両
岸
対
立
（
一
九
四
九

－

一
九

六
六
年
）」「
南
京
国
民
政
府
期
に
お
け
る
中
国
「
パ

ン
ダ
外
交
」
の
形
成
（
一
九
二
八

－

一
九
四
九
）」

樋
泉 

克
夫 

H
iizum

i K
atsuo

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
京
劇
史
、
華
僑
・
華
人
史
。『「
死
体
」
が
語
る

中
国
文
化
』『
華
僑
烈
々
』『
京
劇
と
中
国
人
』

湯
原 

健
一 

Yuhara K
enichi

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。
日
本
植
民
地
史
。「
石
本
鏆
太

郎
的
軌
跡
」

三
澤 

真
美
恵 

M
isawa M

am
ie

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
。

台
湾
史
。『「
帝
国
」と
「
祖
国
」の
は
ざ
ま
│
植
民
地

期
台
湾
映
画
人
の
交
渉
と
越
境
』『
殖
民
地
下
的

〈
銀
幕
〉
│
台
湾
総
督
府
電
影
政
策
之
研
究
（
一
八

九
五

－

一
九
四
二
年
）』「「
戦
後
」
台
湾
に
お
け
る

「
日
本
映
画
見
本
市
」
│
一
九
六
〇
年
の
熱
狂
と
批

判
」

翻
訳
者
紹
介

田
上 

智
宜 Tanoue Tom

oyoshi
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
。
台

湾
多
文
化
主
義
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
。「「
客
人
」
か
ら

客
家
へ
│
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
形

成
と
変
容
」「
客
家
基
本
法
か
ら
み
る
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
概
念
の
変
化
│
象
徴
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
積
極

的
承
認
」「
多
文
化
主
義
言
説
に
お
け
る
新
移
民
問

題
」

周 

俊
宇 Jhou Jyun-yu

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
。
台

湾
近
現
代
史
。

岩
口 

敬
子 Iwaguchi K

eiko

台
湾
・
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
修
士
。
台
湾
近
現

代
史
。

松
井 

直
之 M

atsui N
aoyuki

首
都
大
学
東
京
法
科
大
学
院
助
教
。
憲
法
学
。『
高

校
か
ら
大
学
へ
の
憲
法
』（
共
著
）『
台
湾
女
性
史
入

門
』（
共
著
）『
確
認 

中
国
法
用
語
250
』（
共
著
）「
二

〇
〇
四
年
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
改
正
に
お
け
る

「
人
権
」の
意
味
│「
中
国
の
人
権
状
況
」
の
再
検
討
」

杉
本 

史
子 Sugim

oto Fum
iko

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
。
中
国
近
現
代
女
子
教
育

史
。「
一
九
二
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
家
事
科
教
育

│
女
性
と
家
庭
と
を
め
ぐ
っ
て
」「
中
国
近
代
に
お

け
る
家
事
科
教
育
│
そ
の
導
入
と
抵
抗
」「
新
文
化

運
動
後
期
に
お
け
る
女
子
学
校
の
「
学
潮
」
と
女
学

生
│
『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
の
報
道
を
中
心
と

し
て
」

小
笠
原 

淳 O
gasawara Jun

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

中
国
語
圏
の
同
時
代
文
学
。「
王
蒙
小
説
に
見
ら
れ

る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
学
的
表
現
に
つ
い
て
」「『
文
學
雜

誌
』と
『
現
代
文
學
』│
二
誌
を
通
し
て
見
る
五
、
六

〇
年
代
台
湾
文
学
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
意
識
」「
再
創
造
さ

れ
る
現
実
│
侯
孝
賢
を
め
ぐ
る
台
湾
映
画
の
諸
相
」



中
国
21 

Vol･

37 

予
告（
12
年
9
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎

中
国
水
利
史（
仮
題
）

　

中
国
史
に
お
い
て
、
水
利
の
問
題
は
治
水
灌

漑
に
対
す
る
国
家
や
地
域
社
会
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
古
く
は
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
水
の

理
論
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集

め
て
き
た
。
歴
代
の
王
朝
お
よ
び
そ
の
時
代
の

地
域
社
会
は
特
色
あ
る
治
水
灌
漑
策
を
行
い
、

水
利
組
織
を
作
っ
て
き
た
。
こ
の
面
で
日
本
の

水
利
史
研
究
は
膨
大
な
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

一
方
中
国
に
お
い
て
は
、
最
近
北
京
師
範
大

学
と
フ
ラ
ン
ス
の
極
東
学
院
が
共
同
し
て
陝

西
・
山
西
地
区
を
対
象
に
し
て「
水
資
源
と
社
会

組
織
」
に
関
す
る
大
規
模
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
し
、
膨
大
な
歴
史
資
料
や
口
述
資
料
の
収

集
を
行
う
な
ど
最
近
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
。

　

本
特
集
で
は
、
日
本
の
水
利
史
の
専
門
家
の

論
考
と
中
国
の
気
鋭
の
専
門
家
の
論
考
で
水
利

史
の
問
題
を
多
面
的
に
論
じ
た
い
。

【
座
談
会
】
森
田
明
×
藤
田
勝
久
×
松
田
吉
郎 

【
論
説
】
藤
田
勝
久
、
鶴
間
和
幸
、
伊
藤
敏
雄
、

森
田
明
、
濱
島
敦
俊
、
松
田
吉
郎
、
馮
賢
亮
、

鈔
暁
鴻
、張
俊
峰
、野
口
武
、馬
場
毅
ほ
か

322

豊
田 
周
子 Toyoda N

oriko
関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。
台
湾
文
学
。「『
台
湾

民
間
文
学
集
』
故
事
篇
に
み
る
一
九
三
〇
年
代
台
湾

新
知
識
人
の
文
化
創
造
」「『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ

ヤ
の
孤
児
』
へ
│
そ
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
」「「
潜
在

創
作
」
と
し
て
の
呉
濁
流
『
胡
志
明
』
論
」

嶋
田 

聡 Shim
ada Satoshi

大
連
外
国
語
学
院
日
本
語
教
師
。
台
湾
近
代
史
。

「
一
位
『
本
土
精
英
』
眼
中
的
一
九
三
〇
年
代
台
湾

文
壇
│
初
探
黄
得
時
的
文
芸
評
論
」

范
姜 

惠
琳 Fanchiang H

ueylin

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
後

期
課
程
。
言
語
社
会
学
お
よ
び
台
湾
客
家
史
。

杉
村 

安
幾
子 Sugim

ura A
kiko

金
沢
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
中

国
現
代
文
学
。「
二
十
に
し
て
狂
な
ら
ざ
る
は
志
気

没
し
│
銭
鍾
書
『
写
在
人
生
辺
上
』
と
『
囲
城
』」

「
銭
鍾
書
『
囲
城
』
解
読
2
│
恋
愛
と
結
婚
に
見
る

「
近
代
」
神
話
」「
銭
鍾
書
と
父
親
「
た
ち
」」


